
全
議
案
が
承
認

大
会
は
歌
川
副
委
員
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
冒
頭
7
月

に
急
逝
し
た
故
橋
本
吉
孝
氏

（
地
本
会
計
監
査
員
）
に
黙

祷
を
捧
げ
た
。

議
事
運
営
委
員
会
か
ら
代

議
員
定
数
24
人
中
24
人
の
出

席
が
報
告
さ
れ
大
会
の
成
立

が
承
認
さ
れ
た
。

議
長
団
に
は
、
議
長
に
千

葉
（
宮
城
）
、
副
議
長
に
は

山
口
（
仙
総
）
両
代
議
員
を

選
出
し
た
。

地
本
を
代
表
し
五
十
嵐
委

員
長
は
、
4
点
に
つ
い
て
挨

拶
を
行
っ
た
【
左
記
参
照
】
。

続
い
て
来
賓
及
び
東
日
本

本
部
か
ら
挨
拶
を
受
け
議
事

に
入
っ
た
。

決
算
・
協
定
・
経
過
に
つ

い
て
承
認
が
さ
れ
、
原
子

書
記
長
が
運
動
方
針
（
案
）

を
提
案
。
ま
た
19
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
歌
川
財
政
部
長

が
提
案
し
た
。

運
動
方
針
に
対
す
る
質
疑

で
は
19

人
の
代
議
員
が
発

言
し
、
執
行
部
の
答
弁
と

書
記
長
集
約
を
受
け
て
承

認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ス

ト
権
一
票
投
票
で
は
、
投

票
し
た
代
議
員
全
員
の
賛

成
で
ス
ト
権
が
確
立
さ
れ

た
。

役
員
改
選
で
は
、
役
員
の

交
代
、
ま
た
会
計
監
査
員

一
人
が
交
代
、
一
人
が
補

充
さ
れ
た
。
大
会
宣
言
の

採
択
後
、
小
檜
山
新
委
員

長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

終
了
し
た
。

※
代
議
員
の
発
言
は
別
途

機
関
紙
に
掲
載
予
定

機
関
紙
表
彰

○
郡
工
情
報

郡
工
支
部

（
年
間
51
号
発
行
）

○
分
会
通
信

郡
工
貨
物
分
会

（
年
間
55
号
発
行
）

地
方
委
員
（
15
人
）

敬
称
略
（

）
は
所
属
分
会

以
下
同
様

宮
城
県
支
部

加
藤

幹
男
（
仙
宮
運
輸
区
）

伊
藤

稔
（
仙
台
建
築
）

田
中

博
（
仙
台
信
通
区
）

千
葉

覚
（
仙
石
線
駅
連
）

長
谷
川

義
浩
（
貨
物
宮
城
）

鈴
木

徹
（
小
牛
田
保
線
区
）

福
島
県
支
部

木
藤

昭
弘
（
福
島
地
区
）

黒
羽

勝
一
（
郡
山
駅
連
）

三
浦

定
治
（
貨
物
福
島
）

郡
山
工
場
支
部

天
野

一
志

（
貨
物
）

仙
台
総
合
車
両
所
支
部

佐
々
木

昇

（
車
体
）

山
口

智

（
台
車
）

渡
辺

一
則

（
台
車
）

東
北
自
動
車
支
部

安
保

功
彦

（
岩
手
県
）

山
形
県
支
部

土
田

聡

（
新
庄
連
合
）

地
方
本
部
新
役
員

執
行
委
員
長

小
檜
山

広
幸
（
郡
山
設
備
）

総

括

執
行
副
委
員
長

中
島

利
彦
（
仙
台
保
線
区
）

総
務
・
財
政
部
長

武
田

昌
仙
（
仙
台
電
力
区
）

組
織
部
長

書
記
長

原
子

清
貴
（
仙
総
台
車
）

企
画
部
長

執
行
委
員

曽
我

浩
之
（
仙
石
線
駅
連
）

法
対
部
長

丸
谷

豊
美
（
仙
台
保
線
区
）

業
務
部
長

木
元

敏
彰
（
貨
物
宮
城
）

総
務
財
政
・
組
織
・
貨
物

村
田

与
志
一
（
郡
山
設
備
）

調
査
部
長

鈴
木

久
幸
（
郡
山
設
備
）

教
宣
部
長

会
計
監
査

新
田

順
一
（
岩
手
県
）

川
越

和
行
（
山
形
連
合
）

歌
川

弘
（
若
松
地
区
）

特
別
執
行
委
員

武
田

幸
喜
（
仙
総
台
車
）

組
織
対
策
部

千
葉

弘
（
小
牛
田
運
輸
区
）

組
織
対
策
部

佐
藤

拓
美
（
郡
山
設
備
）

青
年
対
策
部

佐
藤

勝
（
仙
台
保
線
区
）

業
務
対
策
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
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9
・
1
～
2

地
本
若
手
交
流
会

9
・
8
～
9

東
日
本
本
部
ゴ
ル
フ
大
会

9
・
13

 

第
15
回
地
方
執
行
委
員
会
・
闘
争
委
員
会

9
・
16

さ
よ
な
ら
原
発
全
国
集
会

9
・
19

フ
ク
シ
マ
交
流
事
務
局
会
議

9
・
22

第
74
回
定
期
地
方
大
会

 
地
方
本
部
は
第
74
回
定
期
地
方
大
会
を
9
月
22
日
、
仙
台
市

内
に
お
い
て
開
催
し
た
。

 
大
会
で
は
、
代
議
員
の
真
摯
な
討
論
が
行
わ
れ
、
運
動
方
針

な
ど
全
議
案
を
承
認
、
決
定
し
た
。

◆
組
織
強
化
拡
大

〇
昨
春
の
東
労
組
の
瓦
解
に

よ
り
3
万
人
が
脱
退
し
、
JR

東
日
本
に
は
11
の
組
合
が
存

在
し
労
組
加
入
率
が
3
割
強

に
な
る
等
、
労
組
の
影
響
力

が
大
き
く
後
退
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
組
織
対
策
会

議
や
36
代
表
選
挙
の
取
組
み
、

エ
ル
ダ
ー
嘱
託
社
員
交
流
会

等
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
今

年
度
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
若

い
男
女
の
組
合
員
4
人
が
誕

生
し
た
。
こ
れ
は
青
年
対
策

部
が
大
き
な
力
に
な
っ
た
が

今
後
も
継
続
し
て
活
動
を
強

化
し
て
い
く
。

〇
全
国
大
会
で
は
、
今
後
5

年
間
の
安
定
し
た
財
政
基
盤

を
確
立
で
き
た
。
本
部
5
年

ビ
ジ
ョ
ン
は
JR
世
代
に
財
政
・

組
織
・
運
動
を
引
き
継
い
で

い
く
た
め
の
現
状
と
課
題
を

示
し
た
も
の
。
今
後
も
克
服

す
べ
き
課
題
を
総
団
結
で
乗

り
越
え
、
組
織
の
強
化
・
拡

大
を
進
め
て
い
く
。

◆
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立

〇
多
客
輸
送
期
間
中
の
度
重

な
る
輸
送
障
害
と
労
災
事
故

が
後
を
絶
た
な
い
。

〇
昨
年
策
定
さ
れ
た
「
変
革

２
０
２
７
」
で
は
各
系
統
で

施
策
が
吹
き
荒
れ
た
。
大
量

退
職
の
中
で
急
激
な
世
代
交

代
が
進
み
、
技
術
継
承
と
人

材
育
成
が
追
い
つ
か
な
い
。

急
ぎ
す
ぎ
、
行
き
過
ぎ
た
合

理
化
に
現
場
が
混
迷
し
て
い

る
が
今
こ
そ
組
合
が
重
要
で

あ
り
、
指
摘
し
て
も
の
を
言

い
続
け
て
い
く
。
そ
の
た
め

仕
事
総
点
検
運
動
を
強
化
し

て
い
く
。

〇
エ
ル
ダ
ー
制
度
。
昨
年
同

様
遠
距
離
通
勤
を
伴
う
発
令

が
。
定
年
後
の
遠
距
離
通
勤

や
単
身
赴
任
を
伴
う
発
令
に

対
し
て
は
、
エ
リ
ア
本
部
と

連
携
し
改
善
の
努
力
を
し
て

い
く
。

〇
短
日
数
制
度
は
、
制
度
が

な
い
ま
た
は
使
え
な
い
状
況

も
。
窓
口
設
置
と
合
わ
せ
改

善
の
努
力
を
し
て
い
く
。

〇
エ
ル
ダ
ー
先
職
場
で
プ
ロ

パ
ー
社
員
と
共
に
会
社
に
意

見
を
述
べ
行
動
す
る
中
で
、

会
社
の
譲
歩
・
改
善
が
図
ら

れ
た
報
告
も
あ
る
。
成
果
を

報
告
し
学
び
合
お
う
。

◆
脱
原
発
の
闘
い

〇
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
か
ら
8
年
経
過
し
た
が
、

復
興
中
半
。
国
労
フ
ク
シ
マ

集
会
に
結
集
を
。

◆
政
治
課
題

〇
参
議
院
選
挙
で
は
、
改
憲

勢
力
の
三
分
の
二
を
阻
止
し

た
が
、
安
部
自
民
党
は
改
憲

の
姿
勢
を
変
え
て
お
ら
ず
予

断
を
許
さ
な
い
。
引
き
続
き
、

護
憲
・
平
和
運
動
に
積
極
的

に
取
り
組
む
。

地本五十嵐委員長



◆
石
川
建
治
氏
（
61
）

仙
台
市
議
会
議
員

社
会
民
主
党

社
民
党
仙
台
市
議
団

１
９
５
８
年
4
月
生
ま
れ

１
９
９
９
年
4
月
仙
台
市
議

会
議
員
選
挙
で
初
当
選

２
０
１
９
年
8
月
6
期
目
当

選◆
松
崎
新
氏
（
60
）

会
津
若
松
市
議
会
議
員

社
会
民
主
党

社
民
党
市
民
連
合

１
９
５
９
年
7
月
生
ま
れ

２
０
０
３
年
４
月
会
津
若
松

市
議
会
選
挙
で
初
当
選

２
０
１
９
年
8
月
5
期
目
当

選

◆
我
妻
徳
雄
氏
（
58
）

米
沢
市
議
会
議
員

無
所
属

市
民
平
和
ク
ラ
ブ

１
９
６
０
年
11
月
生
ま
れ

２
０
０
３
年
4
月
米
沢
市
議

会
選
挙
で
初
当
選

２
０
１
９
年
4
月
5
期
目
当

選◆
長
沢
勝
幸
氏
（
63
）

喜
多
方
市
議
会
議
員

社
会
民
主
党

社
民
ク
ラ
ブ

１
９
５
５
年
11
月
生
ま
れ

２
０
０
３
年
4
月
喜
多
方
市

議
会
選
挙
で
初
当
選

２
０
１
９
年
4
月
5
期
目
当

選

◆
結
城

正
氏
（
69
）

村
山
市
議
会
議
員

無
所
属

改
革
ク
ラ
ブ

１
９
５
０
年
生
ま
れ

２
０
１
５
年
10
月
村
山
市
議

会
選
挙
で
初
当
選

２
０
１
９
年
10
月
2
期
目
当

選
な
お
、
冒
頭
に
も
記
載
し

た
が
、
以
前
国
労
議
員
団
の

一
員
で
あ
っ
た
元
鏡
石
町

（
福
島
県
岩
瀬
郡
鏡
石
町
）

議
会
議
員
の
円
谷
寛
氏
が
、

今
回
の
統
一
自
治
体
選
挙
に

お
い
て
見
事
再
当
選
を
果
た

し
た
。
今
後
は
議
員
団
に
加

わ
る
予
定
。

今
年
で
7
回
目
と
な
る
東

日
本
本
部
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
が
、
9
月
9
日
に
宇
都

宮
市
サ
ン
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
各
地

方
本
部
予
選
を
勝
ち
ぬ
い
た

腕
自
慢
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
精
鋭

４
人
１
チ
ー
ム
で
全
12
チ
ー

ム
が
出
場
。

仙
台
地
本
チ
ー
ム
（
青
野

恒
男
さ
ん
、
木
村
真
裕
さ
ん
、

蛭
川

浩
さ
ん
、
大
槻
政
幸

さ
ん
）
は
、
第
5
回
大
会
以

来
2
度
目
の
第
3
位
の
栄
冠

を
手
中
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
仙
台
地
本
チ
ー

ム
の
戦
績
は
、
第
3
回
大
会

で
団
体
準
優
勝
以
降
、
第
4

回
で
同
5
位
、
第
5
回
で
同

3
位
、
第
6
回
で
同
4
位
、

個
人
で
は
第
5
回
大
会
で
大

槻
さ
ん
が
準
優
勝
と
、
団
体
・

個
人
と
も
に
上
位
に
入
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
勢
い
で
私
た
ち
の
待
っ

た
無
し
の
課
題
で
あ
る
「
組

織
強
化
・
拡
大
」
の
取
り
組

み
に
弾
み
を
つ
け
、
多
く
の

未
加
入
社
員
に
全
力
で
声
掛

け
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
弘
】

【
団
体
成
績
】

優

勝

千
葉
地
本

（
4
人
合
計
ス
コ
ア
３
４
４
）

準
優
勝

水
戸
地
本

（
同
３
５
７
）

第
3
位

仙
台
地
本

（
同
３
６
０
）

【
個
人
成
績
】

第
3
位

青
野
恒
男
さ
ん

83
（
仙
・
宮
運
輸
区
分
会
）

第
8
位

蛭
川

浩
さ
ん

86
（
福
島
地
区
分
会
OB
）

第
10
位

大
槻
政
幸
さ
ん

86
（
仙
・
宮
運
輸
区
分
会
）

第
41
位

木
村
真
裕
さ
ん

１
０
５
（
仙
・
宮
運
輸
区
分

会
OB
）
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退
職
の
お
知
ら
せ

9
月
30
日
付

榎

知
平
さ
ん

仙
台
建
築

（
施
設
エ
ル
ダ
ー
）

安
部

修
一
さ
ん

仙
総
車
体

（
車
両
エ
ル
ダ
ー
）

菅
原

義
行
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所

（
嘱
託
・
JR
コ
ン
サ
ル
）

山
際

淳
さ
ん

福
島
地
区

（
リ
ビ
ッ
ト
福
島
駅
）

早
坂

修
悦
さ
ん

自
動
車
宮
城
県

（
退
職
）

山
村

浩
さ
ん

仙
宮
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

 
今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
あ
り
、
各
自
治
体
に
お
い
て
各
種
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
国
労

仙
台
地
本
で
は
、
「
国
労
議
員
団
」
と
し
て
5
人
の
議
員
を
擁
し
て
い
る
が
、
4
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
実
施
さ
れ
た
各
選
挙
に
お
い
て
、
議
員
団
全
員
の
当
選
を
確
認
し
た
。

ま
た
鏡
石
町
議
会
議
員
で
は
、
元
職
の
円
谷
寛
氏
が
見
事
復
活
当
選
を
遂
げ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

国
労
議
員
団
は
6
人
と
な
る
予
定
。
以
下
簡
単
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
を
紹
介
す
る
。

11
月
3
日

東
日
本
組
織
部
長
会
議
（
東
京
地
本
）

11
月
7
日
 
東
日
本
委
員
長
・
書
記
長
会
議
（
東
京
地
本
）

11
月
9
日
 
仙
総
支
部
大
会
（
利
府
コ
ミ
）

福
島
県
支
部
大
会
（
清
水
台
公
民
館
）

東
日
本
工
務
協
定
期
委
員
会

11
月
11
日

本
社
経
協

11
月
13
日

第
3
回
地
方
執
行
委
員
会

11
月
14
日

東
日
本
運
輸
協
議
会
定
期
委
員
会

11
月
16
日

東
日
本
電
気
協
議
会
定
期
委
員
会

宮
城
県
支
部
大
会
（
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
）

11
月
23
日

東
北
労
働
講
座
（
盛
岡
国
労
会
館
）

11
月
23-

24

フ
ク
シ
マ
視
察
学
習
会

（
福
島
県
被
災
地
・
郡
山
ホ
テ
ル
プ
リ
シ
ー
ド
）

11
月
27
日

本
社
経
協
安
全
分
科

11
月
29
日

仙
台
支
社
経
協

11
月
30
日

東
日
本
業
務
部
長
・
職
協
代
表
者
会
議

個人３位の青野恒男さん

団体３位の仙台地本チーム


